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市水道局は、工事に係る事業が水道料金によって賄われていることを踏まえ、工事請

負契約に係る調達の実施に当たっては、次に掲げる事項を基本的な考え方とする。

1 競争性、透明性及び公平性が確保されること。
2 工事の良好な品質が確保されること。
3 地元建設産業の健全な育成を図るとともに、雇用の確保及び就労環境の向上に寄与す
ること。

4 地元経済の活性化及び税金等の地域内循環の実現に資すること。
◆基本方針

市水道局は、上記の基本的考え方をもとに、次に掲げる事項を基本方針として定め、

これに沿った運用に努めるものとする。

1 公正かつ適切な入札の促進
(1) 事業者の経営安定及び下請企業を含む当該事業に従事する者の労働環境確保の
ため、適正な予定価格の算定及び低価格入札の防止に努めること。

(2) 競争性を阻害しないことや、工事の品質確保に必要な最小限の範囲において、工
事内容に応じた適切な入札参加資格を設定するよう努めること。

(3) 過度な競争が行われている工種については、合理的かつ適切な競争環境が確保さ
れるよう制度の見直しに努めること。

2 地元建設業者の受注機会の確保
(1) 競争性の確保を前提に、本市に建設業許可における主たる営業所を有する者(以下
「市内企業」という。)への優先発注を原則とする運用を徹底すること。

(2) 事業の効率的な執行や競争性の確保を前提に、市内企業の受注機会確保の観点か
ら、可能な限り工事の分割発注に努めること。

(3) 一般競争入札において、総合評価落札方式及び成績重視型入札等、多様な入札方
法の採用により、市内企業の受注機会の確保に努めること。

(4) 工事下請負及び資材調達における市内企業の活用を促進すること。
3 良好な実績を有する事業者の適正な評価

(1) 良好な工事施工実績を有する事業者及び地域社会の発展に寄与する事業者を適
正に評価すること。

(2) 環境、福祉、雇用、防災、地域貢献など、社会的価値の実現に取り組む事業者を
適正に評価すること。

(3) 優良工事施工事業者に対する表彰制度について適切に運用すること。
(4) 下請発注・資材調達において市内企業を活用する事業者を適正に評価すること。

4 早期発注及び早期支払の推進
地域経済の活性化の観点から、可能な限り早期発注に努めるとともに、前払金、中間

前払金等を含め工事請負代金の早期支払いに努めること。


